
海
運
の
発
展
を
支
え
た
造
船
業

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
塩
釜
港
は
航
路
の

浚
渫
、
岸
壁
、
倉
庫
、
給
水
、
給
油
設
備
、
乾
ド
ッ
ク

な
ど
、
港
湾
施
設
が
整
備
さ
れ
、
北
浜
地
区
に
は
造
船

所
の
工
場
群
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
（
現
在
の
東
北

ド
ッ
ク
鉄
工
㈱
周
辺
）

　

終
戦
後
、
造
船
業
は
沈
静
化
し
ま
し
た
が
、
地
元
の

造
船
業
の
再
生
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
昭
和
32
年
に
東

北
造
船
㈱
が
創
立
し
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
に
よ
り

「
造
船
業
は
日
本
の
お
家
芸
」
と
言
わ
れ
、
活
況
の
時

代
に
入
り
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
に
は
、
造
船
所
に
地

元
や
全
国
か
ら
働
き
手
が
集
ま
り
、
従
業
員
数
は
千
人

規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　

貨
物
船
の
大
型
化
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
48
年
に

は
60
ト
ン
の
荷
を
吊
る
こ
と
が
で
き
る
工
場
内
で
最
も

大
き
い
1
号
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は
、

2
〜
3
万
ト
ン
級
の
貨
物
船
を
年
に
2
〜
3
隻
作
っ
て

い
ま
し
た
。
国
内
の
船
会
社
や
商
社
か
ら
の
受
注
が
主

で
、
そ
の
ほ
か
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
、
漁
業
実
習

船
な
ど
を
建
造
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
機
に
造
船
需
要
は
減
退
し
、
昭
和
62
年
に
東
北
造

船
㈱
は
東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
㈱
に
名
前
を
変
え
、
新
造
船

の
建
造
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
修
理
専
用
ド
ッ
ク
と
し
て
大
型
の
漁
船
や

水
産
高
校
の
実
習
船
、
巡
視
船
、
漁
業
調
査
船
、
タ
グ

ボ
ー
ト
な
ど
、
海

で
働
く
さ
ま
ざ
ま

な
船
舶
の
修
繕
を

行
い
、
安
全
な
航

海
と
操
業
を
支
え

て
い
ま
す
。

水
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塩
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⑧
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塩 市長

▲昭和18年に作られた海水を抜いて船体を修理できる乾ドック（１号ドック）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真は現在の様子
◀千葉さんと高さ約35メートルの２号クレーン。 工場内には同型の３号クレーン
　があり、 いずれも昭和18年に設置され、 78年間稼働し続けている

東北造船時代、進水式は華や
かに行われ、くす玉を割ると
ともにシャンパンの瓶を船体
に当てて割り、船の安全を祈
念し、海へ送り出しました。
仕事の苦労が報われる瞬間で
したね。
取材に応えていただいた
東北ドック鉄工㈱　
船舶事業部長　千葉　修さん
昭和56年に前身の東北造船㈱
に入社

　

昭
和
16
年
11
月
23
日
、 

県
内
3
番
目
の

市
と
な
る
塩
竈
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

当

時
の
記
念
事
業
と
し
て
、 

市
章
・
塩
竈
市

民
歌
の
歌
詞
の
公
募
を
行
い
、 

朝
日
に
黒

潮
を
あ
し
ら
い
、 

躍
動
す
る
港
湾
都
市
を

象
徴
し
た
現
在
の
市
章
が
昭
和
17
年
４
月

１
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
昭
和
42
年
生
ま
れ
。 

幼
少
の
記
憶

は
、 

か
つ
て
の
塩
竈
線
の
貨
物
列
車
、 

現

在
の
港
橋
の
横
に
あ
っ
た
昇
開
式
可
動
橋
、

赤
い
陸
橋（
港
奥
部
）、 

旧
魚
市
場（
現
在

の
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
）、 

旧
本
塩
釜
駅

（
壱
番
館
）な
ど
、個
々
人
が
あ
の
日
あ
の

時
の
情
景
を
想
う
こ
と
は
、先
人
、 

地
域

に
対
す
る
敬
意
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

大
戦
や
経
済
危
機
、 

度
重
な
る
自
然
災

害
な
ど
、 

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、今

日
の
塩
竈
が
あ
り
ま
す
。

　

時
代
が
変
わ
れ
ど
、 

困
難
を
乗
り
越
え

る
知
恵
を
過
去
か
ら
学
ぶ
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

 

今
こ
そ
、そ
の
想
い
を
強
く
…
！

市
長
コ
ラ
ム

広報しおがま2021年9月号 ❷


